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	現地調査結果（庄川扇状地の地下水現況）
	地下水利用アンケート調査
	同時流量観測
	水理地質
	地下水ポテンシャル分布
	
	
	庄川扇状地全体としては南東から北西の小矢部川に向かう地下水の流れが認められ、庄川本川からの伏没涵養の存在と、小矢部川が扇状地地
	庄川扇状地の扇央部には連続した地下水谷が形成されており、水理地質特性が扇状地堆積物中で一様でないことを示している。
	時期を異にした計7回の一斉測水調査結果から、扇状地域では融雪時や灌漑期（特に代掻き時）に水田等扇状地面から相当量の地下水涵養が甀
	地下水横断調査結果によると、上流域の庄川河川水水面と地下水面高には大きな乖離があり、水理地質構造的に庄川河川水と地下水とは縁切りさ�


	一斉測水調査
	扇状地の地下水位の概況
	庄川扇状地全体としては南東から北西の小矢部川に向かう地下水の流れが認められ、小矢部川が扇状地地下水の流出域になっていることが分かる。
	特に庄川・雄神橋付近から砺波大橋付近にかけての左岸側では常に等高線の間隔が密になっており、この区間で庄川から扇状地への地下水補給（伏
	庄川扇状地扇央部には年間を通して連続した地下水谷が形成されており、水理地質特性が扇状地堆積物中で一様でないことを示している。
	地下水面の位置は庄川・合口ダム付近でGL-50m程度と最も深く、小矢部川に向かって北西方向に徐々に浅くなる。上流の洪積�
	このような地下水位平面図分布の形状と地下水の流動形態については、測水時期による違いはほとんど見られず、年間を通して同様の傾向であると思われる　

	地下水位の季節変化
	冬期の位置付けで実施した第2回目（1月）の測水結果は、扇状地のほぼ全域で地下水位が第1回目（10月）に比して0.5～2m程度�
	この両時期を比較した水位変化（上昇）の程度は場所によって異なり、庄川左岸・合口付近から砺波市街北方にかけての扇状地中央部及び�
	ただし高岡市街周辺及び庄川右岸・大門町から沿岸部の射水低地域では、地下水位は低下している。特に射水低地域では、10月時に見】
	なお冬期間に実施した1月と2月の測水結果を比較すると、扇状地域では地下水位分布の形状に殆ど差はないものの、射水低地域では上記した消雪揚�
	代掻き前に実施した第4回目（4月）の測水結果は、扇状地のほぼ全域で第3回目\(2月\)に比して0.5～2ｍ程度水位が低下し　
	ただし、庄川の上流・近傍では0.5～1ｍの水位上を示しており、融雪出水で流量が増加した庄川の影響とも考えられる。
	また高岡市周辺及び庄川右岸・大門町から沿岸部の射水低地域では、地下水位は0.5～2ｍ上昇している。これは冬期の消雪甀
	代掻き直後に実施した第5回目（5月）の測水結果は、扇状地のほぼ全域で代掻き前に比べて0.5～2ｍ程度水位が上昇した。これは水田からの灌漑水
	なお、水位上昇の程度は高岡市周辺から射水低地域の方がより大きく現れているが、これは水田からの地下浸透と消雪揚水停止後の水位回復が重な
	夏期に実施した第6回目（7月）の測水結果は、全般に第5回目（5月）に比べて0.5～1ｍ程度水位が低下している。これは同じ灌漑�
	9月に実施した第7回目の測水結果は、庄川扇状地～射水低地の全域で0.5～2.0m程度の地下水位の低下が生じている。特に扇状地扇央部～扇頀

	電気伝導度の平面分布状況
	庄川扇状地の地下水の電気伝導度は、全体としては10～25\(ms/m\)の値を示すすが、小矢部川上流域及び扇状地内の帐
	一方、下流沿岸部の射水低地では塩水侵入の影響を受けて500～1000\(ms/m\)以上の高い電気伝導度�
	なお、庄川右岸・射水低地の大島町から大門町にかけては、周辺に比べてやや高い電気伝導度（30～50\(ms/m�
	このような電気伝導度の平面分布形態は、年間を通して殆ど変化しない。そして、全体としては庄川から小矢部川（の下流）に向かって地下水の�
	以上のことは、地下水位等高線図から読みとれる「庄川から小矢部川に向かう地下水流動」とも概ね整合したものとなっている。


	地下水横断調査
	
	最上流のA断面では、庄川左岸から海尻川にかけて河川水面と地下水面の乖離が見られる。特に庄川近傍では25～30mと大きく、庄崛
	中流域のB断面では、河川水面と地下水面の乖離は見られない。全体としては庄川から小矢部川にかけて地下水のポテンシャルは低くなり、小矢�
	下流域のC断面では、庄川、千保川、祖父川、小矢部川等の河川近傍で地下水面の方が河川水面よりも高いことが確認され、河川�
	①～③の河川水と地下水の関係は、夏期・高水位期に実施した第2回目の測水結果でも同様であった。なお、2月時の地下水位が融雪の影響によって夏�


	層別観測井設置観測
	目的
	調査方法
	扇頂部（涵養域）2地点、扇端部（流出域）2地点の計4地点において調査を実施した。\(図 2-4�7�
	水理地質基盤の形状を踏まえ、各地点とも最大掘削深度を200mとし、地質状況,電気検層結果を踏まえて、GL-50m�
	掘削口径は300mm、仕上げ口径を150mmとし、本調査の目的を踏まえ、十分な止水を行い対象深度の水位のみを確実に捉えるこ�

	調査結果
	扇頂部付近のMW-1およびMW-4地点では、特に帯水層を境するような難透水層は確認できず、1枚の非常に厚い帯水層となっていると判攕
	また、深度が深くなるに従い地下水頭\(地下水ポテンシャル\)は低くなっており、地上から地下へ向けて地下水が浸透,涵養される、い。
	水位変動傾向は各深度でほとんど差異はなく､一定の水位\(水頭\)差を保ったままほとんど同様の変動を示す。
	降雨に対する水位上昇は10㎝程度と小さく､深部においても同様の反応が認められる
	このことからも帯水層が1枚の非常に厚い帯水層となっていることが窺える。
	一方､扇端部付近のMW-2およびMW-3地点では、帯水層を境する可能性のある難透水層が2～3枚認められ、帯水層が�
	ほとんどの井戸が自噴状態で､深度が深くなるに従い地下水頭\(地下水ポテンシャル\)は高くなっており､地下から地表に向けて地下水が流動
	また､各深度で水位変動に差異が認められ､自噴を示す井戸では降雨に対する反応がほとんど認められない。浅深度の自噴していない井戸\�
	これらのことからも､帯水層が複数存在する状況が窺える。


	庄川河道部地下水観測
	目的
	調査方法
	目的を踏まえ、地下水位と河川水位の乖離が認められる庄川上流部の雄神橋付近から地下水位と河川水位がほぼ一致する南郷大橋までの区間に�
	周辺の地下水位\(一斉測水結果\)を踏まえて各地点の井戸深度を決定した。また、掘削口径は200mm、仕上げ口径を10�
	右岸側にも扇状地が分布し始める太田橋付近\(K.P. 20、W-2\)においては、左右両岸に観測井を設置するとと�

	調査結果
	最上流部の雄神橋付近\(W-1\)では、河川水から200m程度離れている観測孔であるW-1の地下水位と河川水位には�
	この乖離は、下流に行くに従い徐々に小さくなり、南郷大橋上流のW-4\(K.P. 11\)では地下水位と河川水位がほぼ一致する�
	右岸側の浅層部観測孔W-2R-1\(dep=6m\)とW-2R\(dep=25m\)の地下水位では紀
	W-2R-1の地質状況から、GL-5m付近より非常に締まった粘土混り砂礫層が分布しており、これが河川水を支えている可能性







